
令
和
２
年
３
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
予
算
案
、
諸
議
案

の
提
案
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
・
主
要
施
策
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

我
が
国
の
景
気
は
消
費
税
率
引

き
上
げ
や
自
然
災
害
の
影
響
も
加
わ

り
、
い
っ
た
ん
減
速
し
た
も
の
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
が
一
時
的
な
も
の
で

あ
り
基
調
と
し
て
は
緩
や
か
に
拡
大

し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
雇
用
条
件
や
所
得
環
境
の
改
善

が
続
く
な
か
で
、
緩
や
か
な
回
復
が

続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が

米
中
貿
易
摩
擦
、
中
東
情
勢
を
巡
る

地
政
学
的
リ
ス
ク
、
さ
ら
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
不
確
実
性
も
高
ま
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
沖
縄
県
は
令
和
２
年
３
月

に
第
二
滑
走
路
が
供
用
開
始
さ
れ
る

那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
種
振
興
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

２
年
後
の
令
和
４
年
に
、
復
帰
50
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

新
時
代
沖
縄
の
到
来
に
向
け
、
ア
ジ

ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
込
み
、

経
済
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
を
構

築
し
、
安
定
的
に
発
展
す
る
好
循
環

を
創
り
上
げ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

島
の
鼓
動
、
人
々
の
輝
き
、
限
り
な

い
沖
縄
の
可
能
性
を
存
分
に
引
き
出

し
つ
つ
、
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
現

在
進
め
て
い
る
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
基
本
計
画
の
総
点
検
結
果
や
新
沖

縄
発
展
戦
略
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市

町
村
、
経
済
団
体
、
県
民
の
皆
様
か

ら
広
く
意
見
を
伺
い
、
新
た
な
振
興

計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
本
格
的
に
取
組
を
開
始
し

た
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現

と
と
も
に
、
沖
縄
の
実
情
に
合
っ
た
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
沖
縄
ら
し

い
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
」
を
推

進
し
、
国
際
社
会
が
目
指
す
持
続
可

能
な
社
会
の
構
築
に
も
貢
献
で
き
る

よ
う
、
全
県
的
に
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
世
界
的
な
脅

威
と
な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
や
県
内
で
発
生
し
た
豚
熱
（
Ｃ

Ｓ
Ｆ
）
へ
の
対
策
な
ど
町
民
の
生
命
・

財
産
・
経
済
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
予

測
困
難
な
リ
ス
ク
に
関
係
機
関
と
連

携
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
内

外
の
情
勢
に
お
い
て
、
久
米
島
町
は

依
然
と
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
地
域
活
力
の
低
下
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
は

長
期
的
視
点
で
取
り
組
む
課
題
で
あ

り
ま
す
が
現
状
、
町
内
に
あ
る
空
き

家
の
利
活
用
促
進
を
含
め
て
移
住
定

住
が
で
き
る
体
制
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
整
備
の
推
進
や
新
た
な
産
業

と
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、
国

及
び
県
の
関
連
部
局
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
海
洋
深
層
水
な
ど
の
自
然

資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
施

策
「
久
米
島
モ
デ
ル
」
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
本
施
策
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
や

令
和
12
年
に
向
け
世
界
が
合
意
し
た

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標 

エ
ス
・
デ

ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
」
に
も
合
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
国
内
外
か
ら
の
注
目
度

も
高
く
、
産
業
視
察
観
光
等
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
、
施
策
推
進
の

一
部
を
担
う
「
国
際
海
洋
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
に
つ
い
て
も
態
勢
を
さ
ら
に

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
行
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
で
第
２
次

総
合
計
画
（
基
本
計
画
）
の
前
期
計

画
期
間
が
終
了
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
前
期
計
画
の
進
捗
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
課
題
抽
出
を
行
い
、
後
期

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
後

期
に
お
い
て
は
、
計
画
実
現
に
向

け
て
久
米
島
町
全
体
を
俯
瞰
し
て
諸

課
題
を
結
び
つ
け
、
生
活
や
経
済
の

基
盤
を
つ
く
る
公
・
民
・
学
連
携
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ア
ー
バ
ン
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
）
を
立

ち
上
げ
「
未
来
創
造
型
ま
ち
づ
く

り
」
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
て
い

る
具
志
川
庁
舎
を
９
月
末
日
に
廃
止

す
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
合
併
前
の
旧
具
志
川
村
区
域

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め

10
月
１
日
か
ら
、
あ
じ
ま
ー
館
内
に

具
志
川
出
張
所
を
設
置
し
、
総
合
窓

口
方
式
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
的
な
方
針
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
施
策

に
つ
い
て
そ
の
骨
子
を
申
し
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
い
、
さ
と
う
き
び
等

で
担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど
経
営
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現

状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
国
の
農

業
政
策
で
あ
る
沖
縄
県
次
世
代
人
材

投
資
事
業
（
青
年
就
農
給
付
金
事
業
）

の
活
用
に
よ
り
、
担
い
手
育
成
を
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
り
、
担
い

手
に
農
地
集
積
を
進
め
て
い
く
と
同

時
に
栽
培
技
術
や
経
営
能
力
の
向
上

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
農
産
物
を
加
工
し
、
付
加

価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
６
次
産
業

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
水
産

業
に
つ
い
て
は
、
農
業
と
並
ぶ
島
の

基
幹
産
業
で
あ
り
第
２
次
久
米
島
町

総
合
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
連

携
す
る
産
業
づ
く
り
及
び
、
多
面
的

な
漁
業
の
振
興
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
久
米
島
モ
デ
ル
に
お
け
る
海
洋

深
層
水
を
活
用
し
た
栽
培
漁
業
の
振

興
、
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
農
業
の
振
興

さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

３
期
連
続
で
５
万
ト
ン
以
上
の
生
産

量
に
な
り
、
今
後
も
「
さ
と
う
き
び

農
業
機
械
等
リ
ー
ス
支
援
事
業
」
に

よ
り
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
及
び
株
出
管
理

作
業
機
械
を
導
入
し
、
刈
り
取
り
作

業
及
び
肥
培
管
理
作
業
の
機
械
化
を

推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
さ
と
う
き

び
優
良
種
苗
安
定
確
保
事
業
」
に
よ

り
、
優
良
種
苗
の
確
保
及
び
農
家
へ

の
普
及
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
単

独
事
業
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
振
興

協
議
会
の
支
援
、
干
ば
つ
・
灌
水
対

策
事
業
、
さ
と
う
き
び
共
済
掛
金
助

成
事
業
、
さ
と
う
き
び
病
害
虫
総
合

防
除
対
策
事
業
等
に
よ
り
さ
と
う
き

び
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

甘
し
ょ
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

３
月
に
沖
縄
県
知
事
か
ら
拠
点
産
地

の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
生

産
拡
大
に
つ
な
が
り
、
平
成
29
年
度

よ
り
生
産
量
が
県
内
１
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
加
工
施
設
の
稼

働
に
よ
り
更
な
る
生
産
振
興
を
図
る

と
と
も
に
「
甘
し
ょ
優
良
種
苗
普
及

事
業
」
で
優
良
種
苗
を
確
保
し
、
農

家
へ
の
普
及
と
生
産
拡
大
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
早

期
根
絶
を
目
指
し
て
薬
剤
の
助
成
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
、
鹿
児
島
県
・
宮
崎
県
・

沖
縄
県
内
で
発
生
し
て
い
る
基
腐
病

に
よ
り
、
生
産
量
が
減
少
し
て
お
り

ま
す
の
で
沖
縄
県
と
連
携
し
て
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

花
卉
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

県
花
卉
園
芸
農
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
・
災

害
に
強
い
栽
培
施
設
事
業
等
」
の
導

入
に
よ
り
生
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
に
つ
い
て
は
、
生
産
出

荷
が
伸
び
て
き
て
お
り
今
後
沖
縄
県

の
拠
点
産
地
認
定
に
向
け
、
生
産
者

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
久
米
島
町
か
ぼ
ち
ゃ
産
地
協
議

会
を
中
心
に
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
」
の
導
入
に
よ
り
生
産
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
肉

用
牛
取
引
価
格
の
上
昇
が
続
き
、
生

産
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
に
引
き
続
き
沖
縄
県
の
「
畜
産
担

い
手
育
成
事
業
」
に
よ
り
畜
舎
、
草

地
等
の
整
備
を
行
い
、
ま
た
「
優
良

雌
牛
導
入
事
業
」
に
よ
り
母
牛
の
増

頭
及
び
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
町
単
独
事
業
と
し
て

は
「
繁
殖
雌
牛
共
済
掛
金
助
成
事
業
」

「
優
良
雌
牛
自
家
保
留
支
援
事
業
」
な

ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
及
び
生

産
者
と
一
体
と
な
っ
て
畜
産
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
全
て
の
農
産
物
を
対

象
に
「
収
入
保
険
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に

よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格

低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補

償
す
る
仕
組
み
で
す
。
町
と
し
て
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
周
知
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
水
産
業
の
振
興

水
産
物
加
工
処
理
施
設
及
び
海
業

支
援
施
設
に
お
い
て
、
マ
グ
ロ
や
モ

ズ
ク
、
車
エ
ビ
を
中
心
と
し
た
水
産

物
の
加
工
品
を
生
産
、
販
売
す
る
こ

と
で
、
水
産
業
の
振
興
発
展
、
漁
業

従
事
者
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

観
光
産
業
と
連
携
を
強
化
し
、
相
乗

効
果
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
久

米
島
町
の
水
産
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

（
１
）
商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
久

米
島
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
町

内
各
企
業
お
よ
び
事
業
所
の
成
長
・

発
展
に
資
す
る
施
策
の
実
施
、
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。
本
町
に
は
多
様

な
資
源
や
素
材
が
豊
富
に
あ
り
、
町

内
各
企
業
・
事
業
所
の
努
力
に
よ
り 

地
域
特
産
品
と
し
て
生
産
、
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
地
域

内
消
費
が
限
ら
れ
る
た
め
、
企
業
お

よ
び
事
業
所
の
経
営
安
定
に
は
、
新

規
顧
客
の
獲
得
、
消
費
拡
大
が
最
重

要
と
捉
え
、
販
路
拡
大
・
開
拓
支
援

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
成

果
と
し
て
物
産
展
で
の
新
規
顧
客
獲

得
も
着
実
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
令
和

２
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
久
米
島

特
産
品
販
路
開
拓
事
業
等
に
よ
り
、

商
工
業
の
経
営
安
定
に
必
要
不
可
欠

な
販
路
拡
大
・
開
拓
支
援
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
全
国
的
に
顕
在
化
し

て
い
る
人
材
確
保
や
人
手
不
足
と
い

っ
た
経
営
を
支
え
る
課
題
に
本
町
で

も
直
面
し
て
お
り
、
雇
用
環
境
の
改

善
が
急
務
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
久

米
島
商
工
会
等
経
済
５
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
雇
用
確
保
対
策
や

令和２年度 施政方針

は
じ
め
に

農
林
水
産
業
の
活
性
化

商
工・観
光
産
業
の
活
性
化

−島人みんなで織り上げる未来−
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